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見よ！この真剣な姿 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 表題の言葉は，中国春秋時代（紀元前 771 年～紀元前 5 世紀ごろ）の孫子（そんし）と

いう思想家が書いた※兵法書の一節です。つまり，孫子は戦いの際には，敵情を知ることと

客観的に自分を知ることが大切であると説いています。 

試合などでは相手がつきものです。その相手がどのような技量を持ち，どのようなメン

バーで，どのような試合展開をするのかをある程度予測し知っておけば，戦いに見通しを

持って臨むことができるでしょう。さらに言えば，自分（自分のチーム）は勝利するために

何が必要なのか，課題は何かを知り，それを克服していくことでさらに勝利の確率は上が

ります。            ※兵法書-戦いの心得などが記された書物 

 さて，2 年生は 2 月から「朝学」（8:25～8:40）に取り組んでいます。これは，中学 1

年生から今まで学んだ内容を振り返るための学習です。 

 なぜ，孫子の兵法について触れたかと言えば，この「朝学」は正に「己を知る」大変重要

な学習であると考えるからです。毎日の授業では新たな内容が進められていきます。なか

なか，今までの学習を振り返る時間を確保するのが難しいです。そんな中の「朝学」は自分

の「つまづき」を確認し（己を知る），克服するにはもってこいの取組です。2 年生の皆さ

ん，この 15 分間を大切にしてください。この 15 分間をどう生かすかで 1 年後の進路の

見通しが大きく変わってくるでしょう。ファイト！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天栄中だより 
鈴鹿市立天栄中学校 
510-0258 鈴鹿市秋永町 1839番地 

Tel 059-386-0444 Fax 059-386-0445 

静かに，集中して
取り組んでいま
した。 



天栄中だより 第 41号                                   令和 3年 3月 24日（水） 

 

学校 HP http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/tenei-j 

 

 

 

 ３月１６日の朝刊の記事です。テレビでも報道されていたので知っている人もいるでしょう。 
名古屋市の中学１年生の女子生徒が３月９日に自ら命を絶ちました。事実関係については，今後
「いじめ対策検討会議」を設置し，詳しく調査するとのことです。記事の伝えるところによると
女子中学生はＬＩＮＥによる悪口を書き込まれたことに悩んでいたとのことです。 
 中学生なら，ＳＮＳの使い方，危険性については学校のみならず，家庭やメディアなどあらゆ
る方面から情報を得ているはずです。にもかかわらず，繰り返される悪口の書き込みやグループ
からの排除などの不適切な使用。あなたは大丈夫ですか？そのスマホお家の人に見てもらっても
いいですか？自分に問いかけてみてください。 
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